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の
課
題
や
支
援
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

た
。

　
集
ま
っ
た
７
１
０
万
５
０

０
０
円
の
寄
付
金
は
全
額
、

会
の
代
表
で
あ
る
桃
野
直
樹

募
金
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
昭
42

法
）
か
ら
松
木
健
一
理
事
長

へ
手
渡
さ
れ
た
。

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
よ
り
定
員
を
20
席
分
増
や

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申

し
込
み
開
始
後
わ
ず
か
３
日

で
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
る

ほ
ど
の
大
人
気
。
在
学
生
約

80
人
の
ほ
か
、大
学
関
係
者
、

育
友
・
校
友
ら
総
勢
約
１
２

０
人
が
参
加
す
る
盛
大
な
パ

ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

　
ソ
ム
リ
エ
で
あ
る
講
師
の

江
畑
進
一
氏
が
、
ワ
イ
ン
の

楽
し
み
方
か
ら
地
球
温
暖
化

の
影
響
ま
で
初
心
者
で
も
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
普
段
な

か
な
か
で
き
な
い
数
種
類
の

ワ
イ
ン
の
飲
み
比
べ
や
食
事

と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
堪
能

し
た
一
夜
と
な
っ
た
。

24
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章

◇
旭
日
小
綬
章

野
田
武
則
氏
（
昭
51
法
・
岩

手
県
）
地
方
自
治
功
労

◇
旭
日
双
光
章

大
築
守
氏
（
昭
49
法
・
埼
玉

県
）
地
方
自
治
功
労

◇
瑞
宝
双
光
章

浦
野
雅
士
氏
（
昭
48
商
・
香

川
県
）
更
生
保
護
功
労

県
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
就
職
や
観
光
で
足
を
運

ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

ワ
イ
ン
大
学
開
講

　
11
月
22
日
、
今
年
で
16
回

目
と
な
る
ワ
イ
ン
大
学
が
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た

写
真
。

　
ワ
イ
ン
大
学
は
校
友
会
が

活
動
の
普
及
と
交
流
を
目
的

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉進
路
決
定

者
は
「
進
路
届
」
を
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ

ｔ
」
も
し
く
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
窓
口
に
て
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら
「
就

職
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
に

も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉就
職
活
動

で
は
、
自
身
を
客
観
視
し
て

等
身
大
の
自
分
で
臨
む
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
進
捗

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
も

「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
上
の
ア
ー

カ
イ
ブ
動
画
（
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
準
備
講
座
等
）
を
参

考
に
、
年
末
年
始
休
暇
期
間

を
有
効
活
用
し
て
準
備
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
些

細
な
こ
と
で
も
分
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

に
対
し
、
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
る

専
修
大
学
全
学
応
援
団
の
歴
史
を

振
り
返
る
写
真
展
「
世
紀
を
超
え

る
情
熱
　
母
校
に
エ
ー
ル
を
」

が
、
11
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
全
学
応
援
団
の
歴
史
は
古
く
、

遅
く
と
も
大
正
初
期
に
は
活
動
を

開
始
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
応
援
の
指
揮
を

と
る
リ
ー
ダ
ー
部
、
華
麗
な
演
技

で
魅
了
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、

軽
快
な
音
色
で
盛
り
上
げ
る
吹
奏

楽
部
の
三
部
か
ら
な
り
、
箱
根
駅

伝
や
東
都
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
応
援
、

大
学
行
事
で
の
リ
ー
ダ
ー
公
開
な

ど
、
学
内
外
で
幅
広
く
活
動
。
学

生
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
専
修
大
学

を
盛
り
上
げ
て
き
た
。

　
今
回
の
写
真
展
で
は
、
１
９
３

０
年
か
ら
今
年
ま
で
の
約
１
０
０

年
間
に
撮
影
さ
れ
た
33
点
を
展

示
。
い
ず
れ
も
個
人
や
大
学
で
保

存
し
て
い
る
写
真
で
、
時
代
を
彩

る
応
援
団
の
活
躍
を
伝
え
る
。

　
元
団
長
の
永
島
悠
介
監
督
（
平

29
人
間
科
学
）
は
、「
長
い
歴
史
の

な
か
で
応
援
の
風
景
は
少
し
ず
つ

変
化
し
て
き
た
が
、
先
輩
方
が
つ

む
い
で
き
た『
情
熱
』は
今
も
変
わ

ら
ず
に
息
づ
い
て
い
る
。
学
生
た

ち
に
は
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
応
援
団
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
」
と

力
を
込
め
る
。

　
展
示
に
あ
た
っ
て
、
収
集
・
展

示
に
協
力
し
た
Ｏ
Ｇ
の
服
部
抄
織

さ
ん
（
旧
姓
・
古
川
、
平
４
文
）

は
、「
歴
史
的
に
見
て
も
、
応
援
団

が
に
ぎ
わ
え
ば
大
学
も
に
ぎ
わ
う

と
思
う
。
写
真
展
の
開
催
を
機

に
、
応
援
団
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
石
川
県
と
の
包
括
連
携
協

定
締
結
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
「
石
川
県
観
光
農
林
Ｐ
Ｒ

展
」
が
11
月
11
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　「
能
登
牛
」を
は
じ
め
と
す

る
特
産
品
が
当
た
る
く
じ
引

き
抽
選
会
に
、
多
く
の
学
生

や
教
職
員
が
参
加
し
た
。
ブ

ラ
ン
ド
米「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

の
お
に
ぎ
り
を
当
て
た
石
川

県
出
身
の
女
子
学
生
（
経
済

１
）
は
、「
地
元
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
魅
力

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
本
学
と
石
川
県
は
、
地
域

活
性
化
や
教
育
研
究
環
境
の

拡
充
な
ど
を
目
的
に
相
互
協

力
協
定
を
８
月

に
締
結
。
今
回

は
そ
の
一
環
と

し
て
企
画
さ
れ

た
。
石
川
県
庁

企
画
振
興
部
企

画
課
の
阪
田
奈

緒
さ
ん
は
、「
能

登
半
島
地
震
の

際
、
専
修
大
学

か
ら
も
多
く
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
来
て
く

だ
さ
り
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。

連
携
を
通
じ
て

写
真
展
「
世
紀
を
超
え
る
情
熱 

母
校
に
エ
ー
ル
を
」

100年以上の歴史を振り返る33点の写真が展示された

　
11
月
９
、
10
日
に
福
島
県

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
た

「
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
２
４ 

ｉ
ｎ 

会
津
若
松
」

で
、
商
学
部
石
川
和
男
ゼ
ミ

チ
ー
ム
が
会
津
青
年
会
議
所

理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
日
本
公
共
政
策
学
会
主

催
。
開
催
自
治
体
が
抱
え
る

地
域
課
題
に
対
し
、
公
共
政

策
を
学
ぶ
全
国
の
大
学
生
が

解
決
策
を
提
言
す
る
政
策
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
都
市

に
お
け
る
若
者
の
定
着
」。

会
津
若
松
市
で
実
現
で
き
る

ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域
活
性
化
策

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

を
提
案
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
石
川
ゼ
ミ
３

年
次
生
６
人
。
リ
ー
ダ
ー
の

河
原
井
遼
さ
ん
は
「
地
方
で

生
活
し
た
こ
と
が
な
い
メ
ン

バ
ー
で
出
場
し
た
た
め
、
ア

イ
デ
ア
が
出
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
、
と
て
も
大
変
だ
っ

た
。
現
地
調
査
を
重
ね
、
会

津
若
松
市
民
と
交
流
し
た
こ

と
、
当
日
堂
々
と
発
表
で
き

た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
に
と

っ
て
大
き
く
成
長
す
る
機
会

に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
る
。

　
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
全
国
13
大
学
が
参
加
し
、

予
選
を
突
破
し
た
６
組
に
よ

り
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

入賞チームのメンバーと石川教授（左端）

　就活支援講座の一環として

「ＯＢ／ＯＧ訪問活用講座～

自分だけが語れる情報を得

て、周りに差をつける方法

～」が11月27日、生田キャン

パスの「BizReach CAMPUS 
LOUNGE」で開かれた。
　株式会社ビズリーチ（渋谷

区）の見藤潤さんが講師を務

め、これから就職活動が本格化する３年次生らに実践的なアドバイスを伝えた。就職活動

のポイントとして「自己分析」「業界研究」「企業研究」「選考対策」を挙げ、「ＯＢ／ＯＧ訪問

で、この四つの要素について思考を深めることができる。面接対策として社会人に慣れる

意味でも、できるだけ多くの人と会ってほしい」と語りかけた＝写真。

BizReach CAMPUS LOUNGEで就活支援講座

石
川
県
観
光
農
林
Ｐ
Ｒ
展
を
開
催

　
学
校
法
人
専
修
大
学
は
医

療
法
人
社
団
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
（
横

浜
市
）
と
、
陸
上
競
技
部
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。

12
月
６
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
調
印
式
が
行
わ
れ
、
松

木
健
一
理
事
長
と
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

の
熊
木
淳
雄
理
事
長
が
契
約

書
を
交
わ
し
た
。

　
期
間
は
２
０
２
４
年
12
月

１
日
か
ら
１
年
間
。
チ
ー
ム

ウ
ェ
ア
に
ロ
ゴ
を
掲
出
す
る
。

　
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
は
都
内
や
神
奈

川
県
内
な
ど
で
歯
科
医
院
を

20
院
経
営
す
る
。
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
登
戸
に
も
医

院
が
あ
る
縁
で
今
回
、
パ
ー

ト
ナ
ー
契
約
を
締
結
し
た
。

　
熊
木
理
事
長
は
「
悔
い
の

な
い
よ
う
に
全
力
で
頑
張

っ
て
」
と
激
励
。
松
木
理
事

長
、
宮
岡
孝
之
陸
上
競
技
部

部
長
が
お
礼
を
述
べ
、
長
谷

川
淳
監
督
と
千
代
島
宗
汰
主

将
（
文
４
）
が
、
来
年
１
月

２
、
３
日
の
箱
根
駅
伝
で
の

活
躍
を
誓
っ
た
。

長谷川監督、松木理事長、熊木理事長、宮岡部長（左から）

多くの学生や教職員がくじ引きに挑戦した

商・石川ゼミが入賞公共政策
フォーラム

オフィシャルパートナーオフィシャルパートナー契約契約

医療法人社団
ＡＬＢＡ

×
陸上競技部

全
学
応
援
団
の
歴
史
振
り
返
る

　
11
月
26
日
に
東
京
都
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
専
修
大
学

を
支
援
す
る
会
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
た
。
各
界
で
活
躍

す
る
校
友
や
本
学
の
支
援
者

ら
約
50
人
が
集
結
し
、
昨
今

支
援
す
る
会
が
寄
付

桃
野
代
表
（
右
）
か
ら
松
木
理

事
長
に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
た

親の仕送り

　「食べ物の仕送りはできるか、と母に聞

かれました」。来年度の留学を控えたクラ

スからの質問です。私たちの学科では、２

年次の前期に半年間、自ら選んだ国へ留学

します。長期留学なので、学生もさまざま

な不安を抱えていますが、親御さんの心配

も尽きないでしょう。言葉の壁や文化の違

い、不慣れな食事で苦労するのではないか

と。その思いがそっと伝わってきました。

　ふと、初めて日本に来た頃を思い出しま

した。私の父も同じような不安を抱いてい

たのでしょう。父は私のスーツケースに数

日分のお米を詰めてくれました。「新天地

での生活に慣れるまで、これで頑張って」

と言うかのように。海外旅行も一人暮らし

も初めての息子を送り出す親としての愛情

だったのでしょう。でも、正直、荷物は重

かった。幸い、父の心配は杞憂に終わりま

した。

　「日本に初

めて来たと

き、お米も持

ってきたんですよ」とその思い出話をする

と、教室は笑い声に包まれ、学生たちも少

し安心するようです。ここ最近、オリエン

テーションや書類の準備が始まり、長い旅

を実感し始めた学生たちは、語学習得にさ

らに熱心になりました。ソウルから帰国し

た先輩から「頑張ればなんとかなる。心配

ない」と聞いて、少し自信がついたようで

す。きっと良い人たちと出会い、かけがえ

のない時間を過ごすことでしょう。帰って

きたら、その貴重な経験をまた後輩に伝え

てほしいと思います。

　ちなみに、近年、国際郵便での肉類や果

物の送付について規制が厳しくなっていま

す。事前に確認しておくと良いでしょう。

 （学生部委員・崔泰源）


